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平成 24 年 4 月 10 日

都道府県医師会 介護保険担当理事 殿

日本医師会常任理事

高 杉 敬 久

東日本大震災に対処するための要介護認定有効期間および要支援認定有効期間の

特例に関する省令の一部を改正する省令の施行について

東日本大震災に対処するための要介護認定に係る有効期間につきましては、平成２３年６

月２日付（介 30）「東日本大震災に対処するための要介護認定等有効期間の特例に関する省

令の施行について」にてご連絡いたしましたとおり、東日本大震災により被災した市町村に

おける要介護認定に係る事務処理が膨大となる等の課題に対処するため、厚生労働省は平成

２４年３月３１日までの措置として、市町村の判断で従来の要介護認定有効期間の満了日を

最大１２ヶ月延長することができる特例省令を公布しておりました。

しかしながら、被災市町村においては、現在も要介護認定等の更新に係る事務を行うこと

が困難となっている状況が継続していることから、第８９回社会保障審議会介護給付費分科

会（平成２４年２月２８日開催）において、当該特例省令について、平成２４年９月３０日

まで適用期間を延長する案が示され、了承された経緯があります。

それに伴い、今般厚生労働省は要介護認定に係る有効期間を延長する旨の省令を公布し、

平成２４年３月２９日より施行されることとなりました。

つきましては、貴会におかれましても本内容をご了知いただき、貴会傘下の郡市区医師会

への周知方宜しくお願い申し上げます。

記

（添付資料）

・東日本大震災に対処するための要介護認定有効期間及び要支援認定有効期間の特例に関する省令の

一部を改正する省令の施行について

（老発0329第 11号 平 24.3.29 厚生労働省老健局長通知）

以上
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平成24年3月29日

各 都道府県知事　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿屡囎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓婆1

東日本大震災に対処するための要介護認定有効期間及び要支援認定有効期間

　　　の特例に関する省令の一部を改正する省令の施行について

1東日本大震災に対処するための要介護認定有効期間及び嘆支援認定有効期間の特例

に関する省令の一部を改正する省令（平成24年厚生労働省令第48号。以下「改正

省令jという。）が、本日公布及び施行されたところである。

　改正の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、貴職においては、その旨御了知の

上、貴都道府県内の市町村等の保険者への周知徹底を図られたい。

記

，1　改正省令の内容

（1）要介護認定有効期間及び要支援認定有効期間について（第2条第1項関係）

東日本大震災に際し災害救助法（昭和22年法律第118号）が適用された市町

村の区域（岩手県、宮城県及び福島県の区域に限る。）内に住所を有する被保険者

に係る要介護認定有効期間紛護保険法施行規則（平成11年厚生省令第36号。

　　　　　　　　　　　　コ以下「規則」という・，）第38条第1項に規定する要介護認定有効期間をいう』以

下同じ。）及び要支援認定有効期間（規則第52条第1項に規定する要支援認定有

効期間をいう。以下同じ。）については、現在の期間に新たに十二月間までの範囲

内で市町村が定める期間を合算すること。



（2）当該措置の対象について（第2条第2項関係）

　当該措置は、平成24年4月1目から同年9月30日までの間に第2条第1項の

規定の適用がなびとしたならば茜了する要介護認、定有効期間及ぴ要支援認定有効

期間並びに第1条の規定を受けて平成24年3月31日に満了する要介護認定有

効期間及び要支援認定有効期間について適用すること。

2　施行期日

　特例省令は、公布の目から施行すること。
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〔
府
　
　
令
〕

O
銀
行
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
内
閣
府
令
（
内
閣
府
一
四
）

〔
府
令
・
省
令
〕

O
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株

　
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

　
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

　
（
内
閣
府
・
財
務
・
経
済
産
業
二
）

O
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
命
令
（
内
閣
府
・
厚
生
労
働
五
）

O
漁
業
協
同
組
合
等
の
信
用
事
業
等
に
関
す

　
る
命
令
及
び
農
林
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

　
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

　
（
内
閣
府
・
農
林
水
産
五
）

〔
省
　
　
令
〕

0
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
第
二
条
た
だ
し

　
書
の
規
定
に
基
づ
き
教
職
員
の
給
与
及
び

　
報
酬
等
に
要
す
る
経
費
の
国
庫
負
担
額
の

　
最
高
限
度
を
定
め
る
政
令
施
行
規
則
の
一

　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
文
部
科
学
一
〇
）

O
国
民
健
康
保
険
の
事
務
費
負
担
金
等
の
交

　
付
額
等
の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
｝
部
を

　
改
正
す
る
省
令
（
厚
生
労
働
四
六
）

三四五六＝

O
不
動
産
登
記
の
嘱
託
職
員
を
指
定
す
る
省

　
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
四
七
）

天

　
日
　
　
　
　
～
に
　
　
　
　
　
た

護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効

期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
同
四
八
）

究

O
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
及
び
里
親
が
行
う

　
養
育
に
関
す
る
最
低
基
準
の
一
部
を
改
正

　
す
る
省
令
（
同
四
九
）

O
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
の
業
務
運
営

　
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・

　
国
土
交
通
一
）

O
農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　
正
す
る
省
令
（
農
林
水
産
二
〇
）

O
動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則
の
一
部
を
改

　
正
す
る
省
令
（
同
二
じ

O
核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の

嚢
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
肇
す

　
る
省
令
（
経
済
産
業
二
『
）

〔
告
　
　
示
〕

0
銀
行
法
施
行
規
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項

　
第
六
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
酬
等
に

　
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
銀
行
等
の
業
務

　
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響

　
を
与
え
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
別

　
に
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件

　
（
金
融
庁
二
一
）

O
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
第
百
三
十
二
条
第

　
一
項
第
六
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
酬

　
等
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
信
用
金
庫

　
等
の
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重

　
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
金
融
庁

　
長
官
が
別
に
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件

　
（
同
二
二
）

〕
三

一一

ｼ
三
五

O
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法

　
律
施
行
規
則
第
六
十
九
条
第
｝
項
第
六
号

　
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
酬
等
に
関
す
る

　
事
項
で
あ
っ
て
、
信
用
協
同
組
合
等
の
業

　
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影

　
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が

　
別
に
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
（
同
二
三
）

O
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令

　
第
二
百
八
条
の
二
十
六
第
五
号
に
規
定
す

　
る
報
酬
等
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
最

　
終
指
定
親
会
社
及
び
そ
の
子
法
人
等
の
業

　
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影

　
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が

　
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
（
同
二
四
）

O
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法

　
律
施
行
規
則
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定

　
に
基
づ
き
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業

　
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
十
九
条
第

　
一
項
第
五
号
二
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
自

　
己
資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
金
融

　
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事
項
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
二
五
）

O
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株

　
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

　
第
八
十
三
条
第
一
項
第
六
号
等
の
規
定
に

　
基
づ
き
、
報
酬
等
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ

　
て
、
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
等
の

　
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要
な

　
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大

　
臣
、
財
務
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別
に

　
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件

　
〔
金
融
庁
・
財
務
・
経
済
産
業
二
）

○
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
百
十
四
条
第
一

　
項
第
六
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
報
酬
等

　
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
労
働
金
庫
等

　
の
業
務
の
運
営
又
は
財
産
の
状
況
に
重
要

　
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長

　
言
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
も

　
の
を
定
め
る
件
（
金
融
庁
・
厚
生
労
働
四
）

美一
毛

】一

齡ｪ

O
労
働
金
庫
法
施
行
規
則
第
百
十
七
条
第
一

　
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
法
施
行

　
規
則
第
百
十
四
条
第
一
項
第
五
号
二
等
の

　
規
定
に
基
づ
き
、
自
己
資
本
の
充
実
の
状

　
況
等
に
つ
い
て
金
融
庁
長
官
及
び
厚
生
労

　
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
事
項
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
五
）

O
漁
業
協
同
組
合
等
の
信
用
事
業
等
に
関
す

　
る
命
令
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定

　
に
基
づ
き
、
同
項
の
農
林
水
産
大
臣
及
び

　
金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事
項
を
定
め

　
る
件
（
金
融
庁
・
農
林
水
産
九
）

O
農
林
中
央
金
庫
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条

　
第
六
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
第
百

　
十
二
条
第
六
号
及
び
第
百
十
三
条
第
四
号

’
の
農
林
水
産
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別

　
に
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
（
同
一
〇
）

O
漁
業
協
同
組
合
等
の
信
用
事
業
等
に
関
す

　
る
命
令
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

　
に
基
づ
き
、
漁
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資

　
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
闇
示
事

　
項
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
一
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

　
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

　
（
総
務
一
〇
五
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

　
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

　
の
で
公
表
す
る
件
（
同
一
〇
六
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

　
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

　
る
件
（
同
一
〇
七
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

　
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

　
件
（
同
一
〇
八
）

0
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

　
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

　
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
｝
〇
九
）

一
勇

四
〇里四

三

ち
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O
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
日
本
大

震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
　
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省

　
　
　
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
の
特
例
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
士
ハ
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
本
則
を
第
一
条
と
し
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
に
満
了
す
る
有
効
期
間

に
係
る
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
（
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
満
了
す
る
有
効
期
間
に
係
る
特
例
）

第
二
条
東
日
本
大
震
災
に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
（
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区

　
域
に
限
る
。
）
内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者
に
係
る
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
に
係
る
次

　
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下

　
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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項
第
二
号
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期
間
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t
喜
　
が
並
に
定
び
掲
　
め
に
げ
　
る
十
る
　
期
二
期
　
間
月
間
　
を
聞
及
　
合
ま
び
算
で
第
　
し
の
二
　
て
範
号
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囲
に
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内
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期
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ﾐ
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前
項
の
規
定
は
、
平
成
一
一
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
問
に
前
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
ﾐ

し
た
な
ら
ば
満
了
す
る
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
並
び
に
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
ﾐ

成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
満
了
す
る
要
介
護
認
定
有
効
期
間
及
び
要
支
援
認
定
有
効
期
間
に
つ
い
て
適
用
す
ﾐ

る
。
ﾐ

　
附
　
則
ﾐ

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
ﾐ


